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[目的}

人工呼吸器装着中に気管内チューブや肺の状態

を把握するため、気道抵抗 (以下 Rと略す)と

コンブライアンス(以下 Cと略す)をモニター

することは重要である。小型で、簡易的に R、

Cをシミュレーションできるデバイスの lつに

VersaMedSmartLung TM 600ml (以下 SmartLungと

略す)があるが、その値の正確性を BENNETT840 

(タイコヘルスケアジャパン) を用いて検討した

ので以下に報告する。

[方法]

モード VC-SIMV、フロ ーノfターン矩形J皮、 FI02

0.21、11千l吸回数 12回 Imi口、 PS及び PEEPOcmH20 

を基本設定とし、凶路 C布HJJ二後、SmartLungで

設定 R を 5、20、50(mbar/Llsecl と設 定 C の

13、17、23、30 (ml/mbar) をそれぞれ可変し、

BENNETT840にて測定を行った。C値に関 しては

l回換気量を 200、300、400、500mlと変化させ、

理想の l図換気量および換気量と実測 C値の変

化を、ま た、 R値に関しては、基本設定と前方法

で得られた理想の l回換気量をもとに流速を 10Ll

mmから 5L1minずつ変化させ、理想、の流速値およ

び流速と 実測 R 値の変化を測定 し、 C~直、 R 値測

定の変化についても検討した。検定は、回帰分析

を用いた。

{結果]

設定 Cが 13、17、23、30の場合、設定 R5、20、

50のとの場合においても l回換気量 400mlの時が

最も設定Cに近い値を示し、換気量の変化による

実視IJ値の変化は相関係数 0.97以上で正の回帰直

線 (p<O.OOI)を示した。

また、設定 R5のときの設定 CI3、17では設定

R値を示さなかったものの，その他の C23、C30で

は Flow25- 30 I/minで、また 設定 R20では Flow

が 60- 70l/min、設定 R50では F10wが 25- 3011 

mmのときが最も設定Rに近い値を示した。

流量の変化による測定 Rの変化は設定 R5のと

きの設定 CI3、17を除き、 相関係数 0.92以上で

正のl百l帰任線 (p< 0.001) を示 したい

[考察l

SmartLungを使用する場合、 l回換気量 400mlの

時が最も設定 Cに近い値を示し、設定 R5の設定

CI3、C17では、設定 R値を通らなかったものの、

それ以外の R値、流量の変化は、設定 R値を通り、

相関係数 0.92以上の正の回帰直線を示した。

今回のデータをもとに今後グラフィックが搭載

されていない人工呼吸器等を使用する場合の目安

として活用することができ、機器点検時のみなら

ず、院内スタッフ教育用のシミュレーションとし

て使用できると恩われる。

[結語l

SmartLungは小型で、簡易的に R、Cをシミ ュレー

ションできるデバイスである。




